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人間の描画の起源をチンパンジーとの比較研究から解明しました 

-人間に固有なシンボルの生成や言語の習得について描画から検証- 

概要 

Child Development 誌への研究成果 

チンパンジーと人間の子どもの描画の比較 

概要： 

チンパンジーと人間の子どもに同じ実験場面でお絵かきをしてもらいました。人間の実験者がお手本

として簡単な形を描いてみせる模倣課題と、目などのパーツが段階的に欠けた不完全な顔の線画にお絵

かきする課題です。その結果、人間は、まだ描線をうまくコントロールできないうちから、足りないパ

ーツを補って顔を完成させようとするのに対し、チンパンジーは、線をなぞるなど、細かい描線のコン

トロールができても、足りないパーツを補って顔を完成させることはありませんでした。描線を「何か」

に見立てるような、いわば想像力に関わる認知的な特性こそ、人間が進化の過程でとくに発達させた知

性であることが示唆されました。 

 

１．背景 

人間の発達の過程で、子どもがはじめて描くのは、偶発的な「な

ぐりがき」です。心身の発達とともに、描線が少しずつコントロー

ルされ、まとまった形がでてきます。そしてあるとき顔などの「何

か」を表した絵（表象的な描画）が生み出されます。おおむね 3 歳

頃のことです。いっぽう、進化の隣人であるチンパンジーも絵を描

きます。報酬のリンゴをもらえるから描くのではなく、報酬がなく

ても描くこと自体を楽しみます。そのため、これまでにも大型類人

猿での描画研究はありますが、かれらが描く絵は、幼い人間の子ど

もと同じなぐりがきとされていて、顔などの表象を描いた例はあり

ません。そこで、この研究では、チンパンジーはなぜ表象を描かな

いのかを検証するための実験をおこないました。なぐりがき期の人

間の子どもが表象を描きはじめるようになるまでの発達過程と、チ

ンパンジーの描画の特徴を比較するものです。 

 

２．研究手法・成果 

対象としたのは、霊長類研究所の 6 人のチンパンジーと、なぐりがきから表象を描きはじめるまでの

時期にあたる 1 歳から 3 歳の約 60 人の人間の子どもたちです。2 つの実験を用意しました。ひとつめの

実験は、模倣です。人間の先生がまずお手本として簡単な形を描いてみせてから、同じ画用紙に描いて

もらいました。チンパンジーははっきり模倣して形を描くことはなかったのですが、自発的に描かれた

線をなぞることはありました。模倣に成功するまでの人間の子どもの発達過程を縦断的に調べると、「な
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ぞる」という行動がでてくる年齢は、平均して 2 歳 6 カ月、簡単な模倣に成功する年齢よりも上だとい

うことがわかりました。ふたつめの実験では、チンパンジーの顔の線画を用意しました。ただし条件に

よっては片目がなかったり、両目がなかったり、顔のパーツがすべてなかったりします。ここで明瞭な

違いがみられました。人間の子どもは、顔や描いてあるパーツにしるしづけをする時期を経て、2 歳後半

になると、うまく描線がコントロールできないうちから、ない目を補って顔を完成させます。それに対

してチンパンジーは、小さい子と同じように描かれてある目にしるしづけたり、器用に輪郭をなぞるこ

とまであっても、ないパーツを補って顔を完成させることは一度もなかったのです。 

 

人間が絵を描いた最古の痕跡は、旧石器時代の岩壁画にあります。描かれているのは、動物などの表

象的な絵であり、描いたのは、わたしたちと同じ人間、ホモ・サピエンスです。そして、壁面の凹凸や

亀裂などの手がかりを動物の体の一部に見立てて、足りない輪郭や目などを補った絵も多く見つかって

います。人間が絵を描くということの根底には、どのような認知的な基盤があるのか。今回のチンパン

ジーと人間の子どもの研究からは、描線を「何か」に見立てて、今ここにないものを補うという認知的

な特性との関わりがみえてきました。その背景には、言語の獲得との関わりがあることが示唆されます。

なお、本研究のエッセンスとなる部分は、第一著者である齋藤亜矢の日本語の著書『ヒトはなぜ絵を描

くのか』（2014 年刊行）で紹介されています。ぜひご参照ください。 

https://www.iwanami.co.jp/.BOOKS/02/3/0296210.html 

 

３．波及効果 

チンパンジーの描画と比較することで、人間の描画の発達の特徴が見えてきました。言語とは別に、

描くという行為のなかにあらわれる知性や感性があります。いわゆる非定型と呼ばれる、障害をもった

お子さんたちの描画についての研究が進み、理解が深まるでしょう。また、これまで言語や道具や家族

について語られてきた人間の本性が、絵画・描画・お絵かきという芸術の分野にもあることが明確に示

されたと思います。 

 

４．今後の予定 

人間の子どもや、チンパンジーの同属別種であるボノボ（日本では京都大学だけにいます）との比較研

究に進みます。またヒトのおとなが物を見て描くときに、どのような認知プロセスがはたらいているか

の研究もすすめています。 

 

5．研究組織 

「ない」部位をおぎなって顔を描いた 3 歳 2 カ月の人間の絵（左）

と輪郭をなぞったチンパンジーの絵（右） 
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